　＜被ばく医療コース＞　総合リハビリテーション科学領域　
理学療法学分野での履修例

１．対象学生
当分野に進学を希望する保健学科理学療法学専攻の卒業者

あるいは，一次もしくは二次被ばく医療施設に勤務する理学療法士で，被ばく医療に興味関心がある現職者

２．目標進路
卒業生は博士課程への進学を視野に入れ，将来，放射線被ばくに関連のなる教育者あるいは研究者としての業務に就くことを目標としている。

現職者は，理学療法の研究法を学ぶとともに勤務施設が被ばく医療施設となっていることから，基本的な被ばく医療に関する知識を深める。

３．修士論文テーマ：
『全身もしくは局所被ばくによるリハビリ実施事例の理学療法等のリハビリ内容等の調査および文献的研究』

４．履修科目

	区分
	授　業　科　目
	1年次
	2年次
	合計
	備考

	共通科目
	放射線防護総論
	2
	６
	
	２
	８
	4科目
8単位

	
	被ばく医療総論
	2
	
	
	
	
	

	
	被ばく医療演習
	2
	
	
	
	
	

	
	保健学研究セミナー
	2
	
	
	

	必修科目
	基礎理学療法学特論
	2
	４
	
	１０
	１４
	修士論文

	
	理学療法学特別演習
	2
	
	
	
	
	

	
	理学療法学特別研究
	
	
	10
	
	
	

	選択科目
	被ばく医療リハビリテーション科学特論
	2 
	６
	
	２
	８
	4科目
8単位以上を選択

	
	被ばく医療看護学特論
	2
	
	
	
	
	

	
	運動療法学特論
	2
	
	
	
	
	

	
	保健疫学特論
	
	
	2
	
	
	

	計
	１６
	１４
	３０
	


５．履修内容の説明

保健学系大学の理学療法学専攻卒業者で，将来，大学をはじめとする教育機関において教育・研究に携わることを希望する学生が選択する履修例，および一次もしくは二次被ばく医療施設に勤務する理学療法士で，被ばく医療に興味関心がある現職者の履修例を示している。

修士論文では，全身もしくは局所被ばくによる理学療法等のリハビリ実施例について，国内外の事例調査および症例報告等の文献調査から理学療法等のリハビリ内容の特徴を明らかにすることを目的とした研究を進める。

　　そのためには，保健学共通科目の必修1科目2単位を履修するとともに，放射線防護総論，被ばく医療総論，被ばく医療演習の3科目計6単位を履修する。必修科目においては基礎理学療法学特論，理学療法学特別演習，理学療法学特別研究の3科目14単位を履修する。また、選択科目として被ばく医療リハビリテーション科学特論，被ばく医療看護学特論，運動療法学特論，保健疫学特論の4科目8単位を履修し，総計30単位を履修する。

履修例４








